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本県の年間予算 5,773億円
（平成22年度）

農業産出額 3,073億円
（全国第５位，21年）

◆県内経済への影響額 （推計）
約２，３５０億円

・畜産業・畜産関連業 約１，４００億円
・その他産業 約９５０億円

口蹄疫復興対策（2010年８月）

◆支援作業従事者 延べ約１５８，５００人

●支援期間 ４月24日～８月26日
●他都道府県 約5,000人

（含 獣医師約1,150人）
・自衛隊員 約18,500人
・警察官（県外含む） 約38,000人

●宮崎県
・県職員 約48,000人
・地方公共団体職員 約18,000人
・団体（JA等） 約16,500人

口蹄疫復興対策本部 （2010年８月）



口蹄疫対策支援に際する

急性過重労働の影響の検討
背景：①当県では自然災害が繰り返してい
る，②当該団体は積極的に支援活動等を
行ってきた，③急性労働負荷や長時間労
働，過重労働等（急性過重労働等）の軽減
や回避等の対策にも取り組んできた．

目的：①口蹄疫の防疫業務が人体に与え
る影響を明確にして，②今後の急性過重
労働等発生時の対策の基盤整備に資する
とともに，③これらの軽減～回避策を検討
する．

対象： ①平成22年４月24日か～８月27日
の間に，②防疫業務に従事した当該公共
団体職員中，③４～８月の口蹄疫関連の
超過勤務時間が80時間以上，100時間未
満の職員（超過勤務時間は，人事課が管
理する時間外勤務命令票から算出）．



防疫措置等支援に際する長時間労
働者数， 自己チェック票提出者数等

４月 ５月 ６月 ７月 ８月
延べ
人数

実人数

対象：
口蹄疫関連の超過勤務時間が

80≦ ～＜100時間/月の者
※超過勤務時間は，人事課管理の時間外勤務命令票から算出，
超過勤務時間は<100時間/月に管理されている

支援期間は4/24～8/26

人数

80時間超者 （人） 0 87 85 63 0 235 152

自己チェック
票提出者

（人） 0 72 20 11 0 103 93

要面談者 （人） 0 29 5 1 0 35 32

面談
不要者

（人） 0 43 15 10 0 68 68

消毒作業等への従事者の年齢 21～58歳，平均40.5歳
家畜の殺処分等への従事者の年齢 21～58歳，同39.9歳



防疫措置等支援に際する長時間労
働者数， 自己チェック票提出者数等

４月 ５月 ６月 ７月 ８月
延べ
人数

実人数

自己チェック票提出
者数等と，
比較検討の対象

人数

80時間超者 （人） 0 87 85 63 0 235 152

自己チェック
票提出者

（人） 0 72 20 11 0 103 93

要面談者 （人） 0 29 5 1 0 35 32

面談
不要者

（人） 0 43 15 10 0 68 68

23年度一般健
康診査結果

自己チェック票
（23/3施行）



図１.平成２２年５月と平成２３年３月の仕事に
よる負担度（自己チェック票B1-1）の比較
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図２．平成22年５月と平成23年３月の自分の
感じていること（自己チェック票A１）の比較
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防疫支援業務 庁舎内通常業務
従事中 （復帰５ヶ月後）

仕事の質
高度知識や技術
注意の集中

精神・肉体的負担
仕事の量

≒
≒

＞＞

防疫支援業務従事中と庁舎内通常業務に
復帰後の自己チェック票の記述内容の比較

仕事の量

時間外労働
不規則勤務
深夜勤務
長時間労働

自覚症状
イライラ
不安
憂鬱
不眠
意欲低下
疲弊

＞＞
＞
＞
＞
＞

＞＞
＞＞
＞＞
＞＞
＞＞
＞＞



① 高度の知識や技術と，注意の集中

を要し，時間内に処理しきれない程
多くの仕事の処理を求められる

② 時間外労働や不規則勤務，深夜
勤務，精神的・肉体的負担が多い

防疫支援業務従事中と庁舎内通
常業務に復帰後の自己チェック票

の記述内容の比較

③ イライラや不安，憂鬱，不眠，意欲

低下，疲弊等の自覚症状をより高
頻度に伴う

等の結果を得た

⇒支援作業の現場における作業の

内容が不明，あるいは，目的が分か
らないままでの長時間の待機等が強
く関与していたと思われる



埋却作業等を担う職員のコメント

埋却作業においては

１．降ろされた牛に掛けられたロープ を１．降ろされた牛に掛けられたロープ を
外す

２．石灰を散布 等を担当した

⇒ ク レーンでつりさげられた巨大な牛を
穴の中から見ると，その真下にいる感じ
がした

⇒ 慣れないこともあって，「も しロープ
が切れたら下敷きになってしま う」
との強い恐怖を感じた



○ 口蹄疫の影響で，長時間

労働が続いていた．現在でも
23時頃帰宅．書類整理等もあ
り，まだ暫くは落ち着かない．
8月27日（に予定されている終
息宣言日）が口蹄疫終結の
一つの節目になる（8月11日

面談者の声

一つの節目になる（8月11日
面接）．

○ 当時は疲れやすく，夜眠

れなかった．次の日のことを
考えたり，思い出したりしてい
た．今は眠れるし，疲れもな
い（10月８日面接）．



急性過重労働等が勤労者に
及ぼす影響

高度疲労
二次的傷害

急性作業関連疾患

身体的影響

心理的影響
内的要因
既往歴

アルコール依存状況
生活史（社会適応状況）

心理的影響
外的要因
業務上
業務外

労災問題等関連の影響発生の回避



１．（より）慎重な労務管理の実施
２．身体的負担の軽減

１）現場での作業内容や目的が不明のままの
長時間待機の短縮/回避

２）発生した支援業務の背景，目的，終了の
目処，達成目標等の提示

３）支援中に発生し得る問題点とその回避策
等の提供

４）支援業務従事者間での意見交換や検討

災害時の急性過重労働等の
軽減・回避法（案）

４）支援業務従事者間での意見交換や検討
（≒支援業務従事者間における知識の共有）

５）想定される防疫業務全体と当該日の業務
内容の明示

３．（身体的負担を増幅する）精神的負担の
軽減/回避
[１）一部は上記２．２）～５）により軽減/回避]
２）疑問が容易に表明できる掲示板等の設置

それらに関する質疑やその内容のＨＰ等
でのフィードバック等

４．問題の発生時に容易に相談可能
な窓口の設置



考察・結論
勤労者において，特に公共団体職員にお

いては，自然災害等の発生時に元来の業
務に加えて，新たな業務への従事が回避で
きない事態も発生すると思われる．このよう
な際には，

重大な労働災害等の発生を回避しなくて重大な労働災害等の発生を回避しなくて

はならないとの認識を関係者全員が共有
することが大切である．

個々の事業や労務への従事を余儀なくされ

た者への労務管理，特に，長時間の労務，
または残業や，不規則な勤務，深夜勤務等に
際して，疲労の増強に関与すると思われる因
子を可能な限り軽減，あるいは，回避する配
慮や工夫が必要と思われる．



私どもの周辺では

精神障害や

自死も

発生している



第10回全国和牛能力共進会 連続日本一

全９区分中５区分で優等主席



一方，本年9月現在

被災畜産農家の

５０％強のみが

再開している



ご清聴
ありがとうございましたありがとうございました


